
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ツマベニチョウの舞う学校に ～観察日記～ 

校長 脇田 武志 
 ８月末の朝：散歩の方が学校に立ち寄られ，「西指宿中にはギョボクがあります
か？」と質問。お話を聞くと，ツマベニチョウの食草となるギョボクをさがしてい
るとのこと。（ツマベニチョウは指宿市の蝶，ギョボクは市の木です。）「ないと
思います。」と答えてしまった私。しかし，二人で探してみると，主事室前と給食
コンテナ室近くにひこばえが出ている切り株が７・８本ありました。（右写真）こ
れまで気付かずに，小さなひこばえの時に刈り取ってしまっていました。（知らな
いことは恐いことです。）「今ひこばえが大きくなりつつあるので大切にしてほし
い。指宿でも少なくなってきている蝶なので，この木も大切にしてほしい。」と熱
心に話して帰られました。翌日職員にも知らせ，早速，説明看板も立てました。 
 11 月２日：午後２時頃，体育担当が，「校長先生，ツマベニチョウがきてます！！」と呼びに来てく
れました。武道館側の校舎玄関近くの花にツマベニチョウ飛来。（右写真）モンシ
ロチョウより一回り大きい羽，褄（ツマ＝長着のすそ の左右両端の部分のこと）
のオレンジをゆらゆらと優雅に飛んでいました。この１年半で，校内で見かけたの
は初めてでした。いっしょに観察していた２年生男子が，「昨日も飛んでました

よ！」と教えてくれました。学校のギョボクにも卵を産ん
でくれるといいのですが，残念ながらこの日までにはまだ
確認できていません。 
 11 月 8 日朝：「ギョボクにツマベニチョウがきています！」との職員からの報
告を受け主事室前のギョボクを見に行くと，羽根を閉じたツマベニチョウ 1 羽が
とまっていました。（左写真）校内での久しぶりの産卵に
も期待が持てそうです。 
  12 月 9 日朝：時々観察しに来ていただいている近所

の方と校内のギョボクを観察。２㎝程の幼虫１頭，卵多数を発見しました。蝶は
先日校内で見かけていたのですが，校内で久しぶりの幼虫発見です。その方から，
「来年 4月には蝶になるかも。鳥防止のために網をかけた方がいい。」と助言も
いただきました。春が楽しみです。（右上写真：網をかけたギョボク） 
 12 月中旬：理科担当が，観察用に卵のついた葉を理科室前に展示。解説プリン
トも作ってくれました。（右下写真） 
   
    「ツマベニチョウつまのオレンジゆふらゆら」 
 
 

緑風 
キャッチフレーズ 「全力・真剣・本気の西中生」 「静止礼と無言自主作業の西中生」 

令和３ 年度 指宿市立西指宿中学校 

学校便り 

12 月号 

西中ブログ毎日更新中 西中ブログで検索を 

校訓 礼節・向学・気魄 

□ 門松づくり 12月 19日（日）実施 
 今年度も永吉さんにご協力並びにご指導をいただき，門松づくりを行い
ました。今年も良い年の瀬を迎えることができそうです。永吉さん，そし
て門松づくりにご協力くださった保護者の方々，ご多用の折に誠にありが
とうございました。 
 また，保護者の皆様，本年は大変お世話になりました。来年もよろしく
お願いいたします。 

 

 

 

 

 



 

□ 校内駅伝大会 12月 11日（土） 
 晴天に恵まれ，本年度も無事大会を実施すること
ができました。今年度から，大会前に全校生徒で取
り組む「朝のランニングタイム」を設定し，練習に
励んできました。当日は，一人一人が懸命に走る姿
を披露してくれました。総合優勝は２年生でした。 
 大会当日，立哨に協力してくださった PTA 保体
部の皆様，誠にありがとうございました。 

  

 

 

 

<１月の学校行事予定>

□ 11 日（火）第３学期始業式          □ 21 日（金）実用英語検定

□ 14 日（金）芸術鑑賞（英語落語）       □ 22 日（土）県 PTA 委嘱公開（南さつま市） 
□ 18 日（火）鹿児島学習定着度調査（～19 日） □ 25 日（火）西中ニコニコデー 

３年実力テスト（～19日）        □ 27 日（木）入試対策問題集販売（２年） 
□ 19 日（水）スクールカウンセラー来校              PTA 評議員会 
□ 20 日（木）校内集金日・PTA 理事会      □ 31 日（月）２年修学旅行（～2/2）＊県内実施 

 

□ 高江山登山道整備 12月 15日（水） 

 地域の方々のご協力をいただきながら，今年度も

本校２年生による高江山登山道整備活動を行いま

した。生徒たちは，重い「どんじり（かけや）」を担

ぎ，足場作りに一生懸命取り組みました。 

 

  

 

 

□ 人権同和教育講演会 12月３日（金）実施 
 今年度も髙﨑恵さん（多様性トレーナー，オフィ
スピュア所属）を講師としてお招きし，人権同和教
育講演会を実施しました。髙﨑さんの講演を通し
て，生徒たちは「言葉遣い」について深く考えると
ともに，一人一人の違いを受け入れることの大切さ
を学ぶことができました。髙﨑さん，お忙しい中，
ご講演ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

   

□ 南日本新聞掲載 12月７日（火） 

＊11/25（木）実施「子どもの人権プロジェクト」感想文 
 

講演の話を忘れずに 
              １年 吉鶴 美璃亜 
 
「あなたもだいじ わたしもだいじ」という県教育委
員会の先生の講演がありました。自分のことを考える
時間や，自分の悩みを誰かに相談することは，すごく
大切なことなんだと思いました。怒りが出てきた時ど
うするかなど，あらためて考えてみてすごく勉強にな
りました。自分の悩みを誰かに相談できる人は勇気の
ある強い人」というのは，すごく納得できて，自分も
誰かに相談しようと思いました。 
 一人一人考えることは違います。講演の中で友達と
意見交換して，いろいろな意見を知ることができてよ
かったです。よい聞き手となることがすごく大切だと
いうことも知ることができてよかったです。悩みを相
談できる友達を見つけたいと思いました。 
 紹介された合い言葉の「教室」（「き」気付いて，
「よ」寄り添い，「う」受け止めて，「し」信頼できる
大人に，「つ」つなげよう）も実行しようと思いまし
た。講演の話を忘れずに生活したいと思います。 

 

  

 

 
１年生作品 

「じっくり見ると見えてく

る」をテーマに，粘土で野菜や

果物を制作しました。 

２年生作品 
「瞬間の美しさ」をテーマに，

オリンピック選手像を粘土で制
作し，どの角度から見ると実物に
見えるか写真撮影を行いました。 

３年生作品 
「秋を楽しむ心」をテーマに
和菓子をデザインし，粘土で
制作しました。 


